取 囲まれた とき、 わざ/ \ 大小 を 鞘ぐ るみ 抜きと つて 

遠方へ 投げす て ゝ捕緦 された など ゝ いふ 御念の 入った 

武士が あり、 かう いふ もの を 読む と、 その 愚直 さに い 

たましい 思 ひ をよ せられ、 やりきれない 思 ひになる。 

然し、 彼等の 堂々 たる 死に 方に は 実際 感動すべき も 

のが あるので あって、 始めの ころ は 斬首 や 磔 であつ 

たが、 その 立派な 死に 方に 感動して 首斬りの 役人まで 

却って 切支丹になる 者が ある 始末、 そこで 火炙り を 用 

ひる やうに なり、 それ も 直接 火 を かけず、 一 間ぐ らゐ 

離れた 所から 灸る やうに し、 網目 を わざと 弛めて おい 

た。 とい ふの は、 彼等が 見苦しく 逃げ 廻ったり する こ 



との 出来る 余地 を 与へ る わけで、 見物に まぎれて 刑場 

を とりまいて ゐる 信徒 達に 彼等の 敬愛す る 先輩 達の 見 

苦しく 取りみ だした 様 をみ せっけて 改宗 をうな がすよ 

すがに する ためであった。 この 火炙りに かゝ ると 一時 

間から 三 四時 間 生きて ゐる のが 普通で あつたが、 見 苦 

しく 取リ みだして 逃げ 廻ったり する の は 極めて 稀れ で、 

大概 は 身動き もせず 唯 一 念に 祈念の 声 を 放ち つ 、v けて 

堂々 と 死に、 その 荘厳 さに 見物人から 多数の 切支丹に 

なる 者が 絶えなかった。 結局 二十 年 目に 穴 つるしと い 

ふ 刑 を 発明した が、 手足 を 縛して 穴の 中へ 逆さに 吊す 

の ださう で、 これに か、 ると 必ず 異様 滑稽な もが き 方 



決して その 本性 を 偽る ことの 出来ない ものであるから、 

だから 僕が 真に 誠実に 文学に 精進す る 限り、 僕が 何 を 

書いても 決して 祖国の 人々 を あやまら しめる もの を 書 

く 気づか ひ はない とい ふ 自信 を 持って ゐる わけ だ。 

作家の 中には 支那 事変 以来 小説が 書きに くゝ なった 

と 言 ふ 人 も あるが、 僕 は あんま リさ うい ふこと を 気に 

かけて ゐ ない。 何 を 書いても 悪い ことなん か 書く 害が 

ない と 信じて ゐ るの だ。 良い こと をしょう、 役に立た 

うとす る 意識な しに 文学 は 有り得ぬ の だから、 作家 は 

自信 を 以てた、 V 文学 に 専念す ベ きで あり、 敢て 人の 思 

惑 は 気に かけぬ 方が い ゝ と 思 ふ。 
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